
平成３０年（２０１８年）４月２９日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と植物油由来のインキを使用しています。

議 案 に 対 す る 各 議 員 の 賛議 案 に 対 す る 各 議 員 の 賛 否否

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

９９

　

筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
／
慢
性
疲
労
症

候
群
（
以
下
「
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
」
と

い
う
。）は
健
康
に
生
活
し
て
い
た
人

が
、
あ
る
日
突
然
原
因
不
明
の
激
し

い
倦
怠
感
に
襲
わ
れ
、
そ
れ
以
降
、

強
度
の
疲
労
感
と
と
も
に
、
微
熱
や

頭
痛
、
筋
肉
痛
、
脱
力
感
や
、
思
考

力
の
障
害
、
抑
鬱
等
の
精
神
神
経
症

状
な
ど
が
長
期
に
わ
た
り
続
く
た
め
、

健
全
な
社
会
生
活
が
送
れ
な
く
な
る

と
い
う
疾
患
で
す
。
患
者
数
は
人
口

の
０
・
１
％
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
半

数
は
治
療
を
受
け
て
も
回
復
が
見
ら

れ
ず
、
４
分
の
１
近
く
が
通
常
の
社

会
生
活
や
軽
労
働
が
不
可
能
と
い
う

深
刻
な
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
立
研
究
開
発
法

人
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
研
究
班

に
よ
り
、
平
成　

年
に
臨
床
診
断
基

２８

準
案
が
示
さ
れ
る
な
ど
病
因
・
病
態

の
解
明
や
治
療
法
の
開
発
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
病
因
が
特
定

さ
れ
ず
治
療
法
も
確
立
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
患
者
は
有
効
な
治
療
が
受

け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
診
断
が
つ
い
た
後
で
も
、

病
名
に
よ
り
た
だ
の
疲
労
と
の
誤
解

や
詐
病
の
扱
い
を
受
け
る
な
ど
、
患

者
の
多
く
は
社
会
か
ら
の
偏
見
や
理

解
不
足
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
指
定
医
師
の
当
該
疾
病

へ
の
理
解
不
十
分
等
に
よ
り
障
害
認

定
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
診
断

基
準
が
明
確
で
な
い
等
の
理
由
か
ら

難
病
指
定
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

必
要
な
医
療
費
助
成
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
や
就
労
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
患

者
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　

加
え
て
、
若
年
者
で
は
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
教
育

を
受
け
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
て
し
ま

う
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
職
員

へ
の
病
態
・
症
状
の
周
知
、
学
習
環

境
の
整
備
な
ど
学
校
に
お
け
る
適
切

な
配
慮
が
必
要
で
す
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
会
及

び
関
係
行
政
庁
に
対
し
、
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ

Ｆ
Ｓ
患
者
の
支
援
の
た
め
、
以
下
の

事
項
に
つ
い
て
取
り
組
む
よ
う
強
く

要
望
い
た
し
ま
す
。

１　

Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
の
病
因
・
病
態

を
解
明
し
、
診
断
基
準
及
び
治
療
法

の
確
立
の
た
め
の
研
究
を
一
層
推
進

す
る
こ
と
。

２　

Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
の
実
態
を
医
療・

福
祉
・
教
育
関
係
者
や
国
民
に
周
知

す
る
と
と
も
に
、
全
国
ど
こ
で
も
患

者
が
診
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
。

３　

日
常
生
活
や
社
会
生
活
上
制
限

が
あ
り
、
支
援
の
必
要
が
認
め
ら
れ

る
患
者
の
実
態
に
即
し
た
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
就
労
支
援
制
度
の
整
備
を
検

討
す
る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大

臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
あ
て

意見書意見書意見書
　３月定例会では１件
の意見書を可決し、関
係機関へ送付しました。

（要旨）

筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
／
慢
性

疲
労
症
候
群
患
者
の
支
援

を
求
め
る
意
見
書

 

１７日　都市基盤整備調査特別委員会
１８日　公共施設マネジメント調査特別委員会
２９日　三多摩上下水及び道路建設促進協議会第

３委員会
３０日　三多摩上下水及び道路建設促進協議会第

２委員会
 茨城県行方市議会議員視察来庁（政策立

案・政策提言、会議の運営について）
３１日　東京都後期高齢者医療広域連合議会
 

１日　三多摩上下水及び道路建設促進協議会第
１委員会

２日　総務委員会
５日　生活文教委員会
６日　厚生委員会
７日　環境建設委員会（武蔵野市視察あり）
８日　全員協議会
９日　議員研修会
１３日　湖南衛生組合議会
１４日　東京都十一市競輪事業組合議会
１５日　多摩六都科学館組合議会
１６日　幹事長会議
 小平・村山・大和衛生組合議会
１９日　多摩北部都市広域行政圏協議会
２１日　議会運営委員会
 東京たま広域資源循環組合議会

1　　月

2　　月

２２日　東京都四市競艇事業組合議会
２３日　昭和病院企業団議会
２６日　３月定例会初日
２７日　３月定例会２日目（代表質問）
２８日　３月定例会３日目（一般質問）
 

１日　３月定例会４日目（一般質問）
２日　３月定例会５日目（一般質問）
６日　一般会計予算特別委員会（８日まで）
９日　特別会計予算特別委員会
１２日　広聴広報特別委員会
１３日　総務委員会
１４日　生活文教委員会
１５日　厚生委員会
１６日　環境建設委員会
１９日　幹事長会議
２２日　議会運営委員会
２７日　３月定例会最終日
 生活文教委員会
 広聴広報特別委員会
２９日　東京都十一市競輪事業組合議会臨時会
 東京都四市競艇事業組合議会臨時会
 

１３日　立川市議会議員視察来庁（学校給食への
地元農産物利用拡大について）

１７日　広聴広報特別委員会

3　　月

4　　月

 
《
小
学
３
年
生
》

○
１
月　

日　

十
五
小　

人

２５

６６

○
２
月
１
日　

四
小　

人
７７

 　

３
月
定
例
会
で
は
、
各
会
派
か
ら

の
代
表
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ

く
り
に
広
聴
広
報
特
別
委
員
一
同
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒　

儿　

小
平
市
小
川
町
二
丁
目
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FAX 議
場
見

議
場
見
学学

あ
と
が

あ
と
が
きき

３月定例会

反　
　
　

対

賛　
　
　

成

ムサ緑生ネ共産政和フォ公明

議決結果

○：賛成　×：反対
伊
藤　
　

央

橋
本　

久
雄

山
﨑
と
も
子

日
向
美
砂
子

さ
と
う
悦
子

平
野
ひ
ろ
み

細
谷　
　

正

吉
瀨
恵
美
子

木
村
ま
ゆ
み

佐
藤　
　

充

宮
寺　

賢
一

永
田　

政
弘

川
里　

春
治

小
野　

高
一

磯
山　
　

亮

吉
本
ゆ
う
す
け

中
江　

み
わ

竹
井
よ
う
こ

滝
口　

幸
一

小
林　

洋
子

石
毛
航
太
郎

幸
田　

昌
之

佐
藤　
　

徹

浅
倉　

成
樹

山
岸
真
知
子

虻
川　
　

浩

津
本　

裕
子

件名議案
番号

区
分

２２４××○○○○○○○○○○○○○○○○
※

議
長

○○○○○○○○原案可決平成３０年度小平市一般会計予算第７号市
長
提
出
議
案

１２５○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決平成３０年度小平市国民健康保険事業特別会計予
算第８号

１２５○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決小平市国民健康保険条例の一部を改正する条例第１８号

会派名略称
（　）内は各会派の議員数

公明：市議会公明党（６）　 　フォ：フォーラム小平（６）　 　政和：政和会（５）　 　共産：日本共産党小平市議団（４）　 　生ネ：生活者ネットワーク（４）
緑：緑の党こだいら（１…無会派）　 　ムサ：ムサシ（１…無会派）

※議長は表決に加わりません。

全会一致で議決した議案※
議決結果件名議案番号議決結果件名議案番号区分

原案可決筋痛性脳脊髄炎／慢性疲労症候群患者の支援を求める
意見書第３６号議員提出議案

原案可決小平市国民健康保険事業運営基金条例の一部を改正す
る条例第１３号同　　意人権擁護委員候補者の推薦第１号

市長提出議案

原案可決小平市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する
条例第１４号同　　意人権擁護委員候補者の推薦第２号

原案可決小平市介護保険条例の一部を改正する条例第１５号原案可決平成２９年度小平市一般会計補正予算（第６号）第３号

原案可決小平市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基
準に関する条例第１６号原案可決平成２９年度小平市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第２号）第４号

原案可決小平市立障害者福祉施設条例の一部を改正する条例第１７号原案可決平成２９年度小平市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）第５号

原案可決東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更第１９号原案可決平成２９年度小平市下水道事業特別会計補正予算（第２
号）第６号

原案可決小平市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例第２０号原案可決平成３０年度小平市後期高齢者医療特別会計予算第９号

原案可決小平市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する
条例第２１号原案可決平成３０年度小平市介護保険事業特別会計予算第１０号

原案可決
小平市小口事業資金の融資のあっせん等に関する条例
及び小平市小口零細企業保証制度に係る融資のあっせ
ん等に関する条例の一部を改正する条例

第２２号原案可決平成３０年度小平市下水道事業特別会計予算第１１号

原案可決小平市職員定数条例の一部を改正する条例第１２号

議 会 日 誌
1月17日～4月17日

本会議、委員会、諸会議など

議 会 日議 会 日 誌誌


